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主な職歴

所属学会

現在の主な研究課題

主な研究業績

学会賞等

学会活動等

日本分子生物学会、日本生化学会、日本栄養・食糧学会

・ 脂質代謝、細胞死に関連した新規遺伝子の機能解析研究
・ 食品と運動の健康状態に与える影響の科学的評価

平成９年度
日本蚕糸学会進歩賞受賞　「高感度、迅速かつ簡便なエクジステロイドアゴニスト活性測定評価系の確立」 
平成１２年度
特許実施報奨金　住友化学工業株式会社、平成１２年１０月３０日

抗血栓食研究会（会長：神戸学院大学栄養学部山本順一郎教授）

第１７回環境化学討論会実行委員会実行副委員長（国際セッション班長）
ポスター座長、ナイトミィーティングInternational Session座長

Yamaguchi, Y., Maeda, J., Nishikawa, J., and Mikitani, K. Fucoidan preferentially induces the 
mitochondrial pathway mediated cell death in hematopoietic malignant cell. FOOD, 2, 168-172.
昆布、モズクなどの褐色海草類に多く含まれる多糖類フコイダンの各種がん細胞に対する細胞死誘導活性を比較
しました。その結果、特に血球系の樹立細胞株に対して高いアポトーシス誘導活性を示すことが分かりました。さ
らに、ミトコンドリア膜透過性が上昇していることも明らかにし、フコイダンによる細胞死の誘導にはミトコンド
リア系が関わっていることを実証しました。
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(2007): The development of the efficient cellular and biochemical assay system of apoptosis 
regulating chemicals. Organohalogen Compounds, 69, 393-396.
アポトーシス誘導活性を細胞レベル、タンパク質レベルで効率的かつ詳細に検出できる系を構築し、異なるメカニ
ズムのアポトーシス誘導物質を同系で比較検討を加えました。
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